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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
周波数帯域で表された複数通りの雑音モデルを記憶するための雑音モデル記憶手段と、
　入力される信号をフレームごとに周波数領域に変換するための周波数変換手段と、
　所定の第１の周波数帯域において、前記周波数変換手段により周波数領域に変換された
前記信号のスペクトル形状に最も近いスペクトル形状を有する雑音モデルを、前記雑音モ
デル記憶手段に記憶された前記複数の雑音モデルからフレームごとに選択するための雑音
モデル選択手段と、
　前記信号と、前記雑音モデル選択手段により選択された雑音モデルとの所定の第２の周
波数帯域の周波数成分に基づいて、前記選択された雑音モデルのレベルをフレームごとに
推定するためのレベル推定手段と、
　前記選択された雑音モデルの周波数成分を前記レベル推定手段により推定されたレベル
にしたがって変換したものを、前記周波数変換手段により周波数領域に変換された前記信
号の周波数成分からフレームごとに減算するための減算手段と、
　前記減算手段の出力を周波数帯域から時間領域に逆変換するための時間変換手段とを含
む、雑音除去装置。
【請求項２】
前記第２の周波数帯域は、前記第１の周波数帯域よりも広く選ばれている、請求項１に記
載の雑音除去装置。
【請求項３】
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前記第１の周波数帯域は可変であり、
　前記第１の周波数帯域を指定するための帯域指定手段をさらに含む、請求項１または請
求項２に記載の雑音除去装置。
【請求項４】
前記周波数変換手段は、前記信号に対し、所定の周波数間隔ごとに周波数成分を算出する
ための離散的周波数成分算出手段を含み、
　前記雑音モデル選択手段は、以下の式にしたがって雑音モデル^Ｎgを選択するための手
段を含む、請求項３に記載の雑音除去装置。
【数１】

　ただしｔは時刻、ｆ0は前記離散的周波数成分算出手段における前記所定の周波数間隔
、Ｙ(t,kf0)は時刻ｔにおける、周波数ｋｆ0での前記信号の周波数成分、^Ｎi(kf0)は時
刻ｔにおける、周波数ｋｆ0での前記雑音モデル^Ｎiの周波数成分、ｈ1はｈ1ｆ0＝前記第
１の周波数帯域の下限となるような整数、ｈ2はｈ2ｆ0＝前記第１の周波数帯域の上限と
なるような整数、をそれぞれ表す。
【請求項５】
前記レベル推定手段は、前記信号|Ｙ(t,kf0)|と前記選択された雑音モデル^Ｎg(kf0)とか
ら、以下の式にしたがって前記選択された雑音モデルのレベル^α(t)をフレームごとに推
定するための手段を含む、請求項４に記載の雑音除去装置。
【数２】

　ただし、ｊ1はｊ1ｆ0＝前記第２の周波数帯域の下限となるような整数、ｊ2はｊ2ｆ0＝
前記第２の周波数帯域の上限となるような整数、をそれぞれ表す。
【請求項６】
前記減算手段は、以下の式にしたがって前記信号から雑音をフレームごとに除去した信号
^Ｓ(t,kf0)を出力する、請求項５に記載の雑音除去装置。

【数３】

　ただし^Ｓ(t,kf0)は時刻ｔにおける信号^Ｓの周波数ｋｆ0における周波数成分を、^Ｎg
(kf0)は前記選択された雑音モデル^Ｎgの周波数ｋｆ0における周波数成分を、それぞれ表
す。
【請求項７】
各々が複数通りの雑音モデルを含む複数個の信号源プロフィール情報を記憶するための手
段と、
　前記複数個の信号源プロフィール情報のうちのいずれかを、ユーザの指定により選択し
て、当該選択された信号源プロフィール情報に含まれる複数個の雑音モデルを前記雑音モ
デル記憶手段に格納するための手段とをさらに含む、請求項１～請求項６のいずれかに記
載の雑音除去装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は雑音除去装置に関し、特に、風雑音などのように非定常的な雑音を除去する
ための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近の電子機器技術の発達はめざましく、種々の装置が高性能になり、かつ小型化され
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た。典型的な例がビデオカメラである。かつてはビデオカメラは、携帯できる形式のもの
であってもかなりの大きさであったが、最近のビデオカメラは非常に小さく、軽くなって
いる。また最近のビデオカメラは値段が安くなり、その結果多くの人がビデオカメラを入
手し、様々なところにビデオカメラを持っていく機会が増加した。その結果、野外での撮
影機会も増加した。
【０００３】
　野外での撮影の問題として、風雑音の影響がある。風雑音はマイクに拾われやすく、そ
の結果音質が劣化するという問題がある。
【０００４】
　従来、風雑音対策として行なわれていた手法の一つは、マイクに風防を付けるなど，ハ
ードウェアによるものである。しかしそのような手法には限界があり、風雑音を十分効果
的に除去することはできない。
【０００５】
　一方、風雑音に限らず、音声信号の雑音除去の一般的手法にスペクトルサブトラクショ
ン法（ＳＳ法）と呼ばれる手法が存在する。図４を参照して、ＳＳ法の概念を説明する。
一般的にはマイクで得られる信号は、目的となる音声信号に雑音信号が重畳されたものと
なる。そこで、例えば無音区間の音声信号から雑音信号を推定し、音声信号からこの雑音
信号を除去することで、雑音のない音声信号を得る。
【０００６】
　ＳＳ法では、まず図４の上段に示されるように雑音を含む音声信号１００の周波数スペ
クトルを得て、これから、無音区間で推定された雑音１０２の周波数スペクトルを減算し
、図４の下段に示す信号１１０を得る。
【０００７】
　図５に、従来のＳＳ法を用いる雑音除去装置の構成を示す。図５を参照して、従来の雑
音除去装置１２０は、観測信号ｙ(i)に対し短時間ＴＦＴ（Short-Time　Fourier　Transf
ormation）処理を実行して周波数領域に変換し、短時間音声パワースペクトルを示す、離
散的な例えば１２８個の周波数成分|Ｙ(t,kf0)|８２（ｋ＝０～１２７）と位相成分φy(k
f0)８０とを出力するためのＳＴＦＴ処理部６８と、周波数成分８２と、無音区間から推
定された雑音成分|^Ｎ(kf0)|１３２とから、以下の式にしたがうＳＳ法によって雑音を除
去した信号|^Ｓ(t,kf0)|１３４を出力するためのＳＳ処理部７２とを含む。
【０００８】
【数１】

　雑音除去装置１２０はさらに、ＳＳ処理部７２の出力する信号１３４に対して、ＳＴＦ
Ｔ処理部６８の出力する位相成分８０を位相情報として用いてＩＦＦＴ（Inverse　FFT）
処理を行なうためのＩＦＦＴ処理部７４と、ＩＦＦＴ処理部７４の出力に対しインバース
ウィンドイング処理を実行するためのインバースウィンドイング処理部７６と、インバー
スウィンドイング処理部７６の出力に基づいて波形合成を行ない、信号^ｓ(i)を出力する
ための波形合成処理部７８とを含む。
【０００９】
　ＳＴＦＴ処理部６８は、観測信号ｙを所定時間ごとにずらしながら所定長のフレームｙ
(i)にデジタル信号化するためのフレーム化部１４０と、フレーム化部１４０から出力さ
れる各フレームｙ(i)に対し、所定の時間窓を掛ける処理を行なうためのウィンドイング
処理部１４２と、ウィンドイング処理部１４２から出力される各フレームの観測信号に対
してＦＦＴ（Fast　Fourier　Transform）処理を実行し、各フレームの位相成分８０およ
び周波数成分８２を出力するためのＦＦＴ処理部１４４とを含む。
【００１０】
　波形合成処理部７８は、インバースウィンドイング処理部７６の出力に対し窓関数を乗
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ずるためのウィンドイング処理部１５０と、ウィンドイング処理部１５０の出力に基づい
て信号^ｓ(i)を合成するための合成処理部１５２とを含む。
【００１１】
　雑音除去装置１２０は概略以下のように動作する。観測信号ｙはフレーム化部１４０に
よりフレーム化される。フレーム化された観測信号ｙ(i)に対してウィンドイング処理部
１４２が窓掛け処理を行なう。窓掛けされた観測信号に対してＦＦＴ処理部１４４がＦＦ
Ｔ処理を行ない、位相成分８０および周波数成分８２を出力する。
【００１２】
　ＳＳ処理部７２は、周波数成分８２から音声信号の無音区間より推定された雑音成分１
３２を減算し、信号１３４としてＩＦＦＴ処理部７４に与える。この処理により、式（１
）にしたがって観測信号から雑音成分の推定値が減算される。ＩＦＦＴ処理部７４は、信
号１３４に対し位相成分８０を位相情報としてＩＦＦＴ処理を実行し、インバースウィン
ドイング処理部７６に与える。以下、インバースウィンドイング処理部７６、ウィンドイ
ング処理部１５０、および合成処理部１５２により、雑音の除去された信号^ｓ(i)が合成
される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ＳＳ法は、簡単なアルゴリズムで観測信号の雑音を効率的に除去できる。しかし、ＳＳ
法では雑音成分が定常的であることが仮定されているため、風雑音のように非定常的な雑
音下では、雑音成分の予測の誤差が大きく、雑音の引きすぎまたは消し残りが発生する可
能性が高いという問題がある。
【００１４】
　したがって本発明の目的は、風雑音のような非定常雑音下において、雑音を精度良く除
去できる雑音除去装置を提供することである。
【００１５】
　本発明の他の目的は、風雑音のような非定常雑音下において、雑音レベルの変化に追従
し、雑音を精度良く除去できる雑音除去装置を提供することである。
【００１６】
　本発明のさらに他の目的は、風雑音のような非定常雑音下において、雑音レベルの変化
に追従し、さらに雑音信号のスペクトル形状を考慮して雑音を精度良く除去できる雑音除
去装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の第１の局面に係る雑音除去装置は、周波数帯域で表された複数通りの雑音モデ
ルを記憶するための雑音モデル記憶手段と、入力される信号をフレームごとに周波数領域
に変換するための周波数変換手段と、所定の第１の周波数帯域において、周波数変換手段
により周波数領域に変換された信号のスペクトル形状に最も近いスペクトル形状を有する
雑音モデルを、雑音モデル記憶手段に記憶された複数の雑音モデルからフレームごとに選
択するための雑音モデル選択手段と、信号と、雑音モデル選択手段により選択された雑音
モデルとの所定の第２の周波数帯域の周波数成分に基づいて、選択された雑音モデルのレ
ベルをフレームごとに推定するためのレベル推定手段と、選択された雑音モデルの周波数
成分をレベル推定手段により推定されたレベルにしたがって変換したものを、周波数変換
手段により周波数領域に変換された信号の周波数成分からフレームごとに減算するための
減算手段と、減算手段の出力を周波数帯域から時間領域に逆変換するための時間変換手段
とを含む。
【００１８】
　予め複数通りの雑音モデルを雑音モデル記憶手段に記憶させておく。入力される信号を
フレームごとに周波数領域に変換し、その第１の周波数帯域のスペクトル形状に最も近い
スペクトル形状を持つ雑音モデルをフレームごとに選択する。さらに、信号と、選択され
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た雑音モデルとの第２の周波数帯域における周波数成分に基づいて、雑音モデルのレベル
を推定し、雑音モデルを当該推定されたレベルに変換し、もとの信号からフレームごとに
除算する。こうした構成により、フレームごとに、信号の第１の周波数帯域のスペクトル
形状に最もよく似た雑音モデルを用いてＳＳ法による雑音除去が行なえる。フレームごと
に入力信号の雑音と最も良く似た雑音モデルを用いて信号から除算するので、信号に含ま
れる雑音が非定常なものでもその変化によく追従し、効率的に、かつ精度よく雑音を除去
することができる。
【００１９】
　好ましくは、第２の周波数帯域は、第１の周波数帯域よりも広く選ばれている。
【００２０】
　さらに好ましくは、第１の周波数帯域は可変であり、雑音除去装置は、第１の周波数帯
域を指定するための帯域指定手段をさらに含む。
【００２１】
　周波数変換手段は、信号に対し、所定の周波数間隔ごとに周波数成分を算出するための
離散的周波数成分算出手段を含み、雑音モデル選択手段は、以下の式にしたがって雑音モ
デル^Ｎgを選択するための手段を含んでもよい。
【００２２】
【数２】

　ただしｔは時刻、ｆ0は離散的周波数成分算出手段における所定の周波数間隔、Ｙ(t,kf

0)は時刻ｔにおける、周波数ｋｆ0での信号の周波数成分、^Ｎi(kf0)は時刻ｔにおける、
周波数ｋｆ0での雑音モデル^Ｎiの周波数成分、ｈ1はｈ1ｆ0＝第１の周波数帯域の下限と
なるような整数、ｈ2はｈ2ｆ0＝第１の周波数帯域の上限となるような整数、をそれぞれ
表す。
【００２３】
　より好ましくは、レベル推定手段は、信号|Ｙ(t,kf0)|と選択された雑音モデル^Ｎg(kf

0)とから、以下の式にしたがって選択された雑音モデルのレベル^α(t)をフレームごとに
推定するための手段を含む。
【００２４】

【数３】

　ただし、ｊ1はｊ1ｆ0＝第２の周波数帯域の下限となるような整数、ｊ2はｊ2ｆ0＝第２
の周波数帯域の上限となるような整数、をそれぞれ表す。
【００２５】
　減算手段は、以下の式にしたがって信号から雑音をフレームごとに除去した信号^Ｓ(t,
kf0)を出力するようにしてもよい。
【００２６】

【数４】

　ただし＾Ｓ(t,kf0)は時刻ｔにおける信号^Ｓの周波数ｋｆ0における周波数成分を、^Ｎ
g(kf0)は選択された雑音モデル^Ｎgの周波数ｋｆ0における周波数成分を、それぞれ表す
。
【００２７】
　好ましくは、雑音除去装置は、各々が複数通りの雑音モデルを含む複数個の信号源プロ
フィール情報を記憶するための手段と、複数個の信号源プロフィール情報のうちのいずれ
かを、ユーザの指定により選択して、当該選択された信号源プロフィール情報に含まれる
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複数個の雑音モデルを雑音モデル記憶手段に格納するための手段とをさらに含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　［第１の実施の形態］
　－動作の原理－
　図１に、本発明の第１の実施の形態に係る雑音除去装置の動作原理を示す。図１上段を
参照して、風雑音の場合、雑音２２の成分は周波数スペクトルにおいて比較的低域に集中
することが知られている。一方、信号２０の周波数成分はより高域に集中している。そこ
で、予め特徴的な雑音のスペクトル形状を複数の雑音モデル３０、３２、３４等として準
備しておき、観測信号のうち、１点鎖線２４で示される所定のしきい値ＴＨ０以下の周波
数成分の形状に最も近いスペクトル形状（スペクトル形状４０、４２または４４）を持つ
雑音モデルを選択する。さらに雑音レベルを推定することにより、実際の雑音成分を推定
し、観測信号から減算することにより雑音除去を行なう。
【００２９】
　なお、雑音モデルは、音声を電気信号に変換するマイクの機種により異なる。したがっ
て、例えばマイク製造者が予め雑音モデルを準備しておき、それを雑音除去装置に取込む
ような仕組みを設けておくことが望ましい。さらに、上記したように風雑音の場合には、
所定のしきい値（例えば１２３Ｈｚ）以下の周波数に周波数成分が集中しているが、他の
種類の雑音の場合には、これとは異なる別の帯域に集中していることも考えられる。また
は、複数の帯域に集中帯域が分散していることも考えられる。したがって、雑音モデルを
選択するための帯域を利用者が選択できるようにすることが望ましい。以下に説明する実
施の形態に係る雑音除去装置は、そのような仕組みを有している。
【００３０】
　－構成－
　図２は、本実施の形態に係る雑音除去装置５０の構成を示すブロック図である。図２に
おいて、図５に示すものと同じ部品には同じ参照番号を付してある。それらの機能及び名
称も同様である。したがって、それらについての詳細な説明は繰返さない。なお、図２に
示す雑音除去装置５０は、図５に示す従来の雑音除去装置１２０と同様のＳＳ法による処
理も可能であり、いずれを使用するかを選択できる。しかし図２においては、図および説
明を分かりやすくするために、図２に示す各部品のうち、従来技術のみに使用される部分
は示していない。
【００３１】
　図２を参照して、雑音除去装置５０は、上記した複数の雑音モデル及び雑音モデルを選
択する信号の帯域を、マイクロフォンごとにマイクプロフィールとして記憶するためのマ
イクプロフィール記憶部６２と、いわゆるインターネットに接続されると、例えばマイク
ロフォンメーカが準備したサーバからマイクプロフィールを自動的に取寄せ、取寄せたマ
イクプロフィールでマイクプロフィール記憶部６２を更新するためのマイクプロフィール
更新部６０と、ユーザからの指示に応じてマイクプロフィール記憶部６２に記憶されてい
るマイクプロフィールおよび使用雑音帯域の一覧を表示し、ユーザにいずれかを選択させ
るためのマイクプロフィール／雑音帯域選択部６６と、マイクプロフィール／雑音帯域選
択部６６により選択されたマイクプロフィールから複数の雑音モデルを読出し記憶するた
めの雑音モデル記憶部６４とを含む。
【００３２】
　雑音除去装置５０はさらに、観測信号ｙ(i)に対し、ＳＴＦＴ処理を行なって周波数領
域に変換し、周波数成分８２と位相成分８０とを出力するためのＳＴＦＴ処理部６８と、
ＳＴＦＴ処理部６８の出力する周波数成分８２と、マイクプロフィール／雑音帯域選択部
６６から与えられる雑音帯域情報とにしたがって、雑音モデル記憶部６４に記憶されてい
る複数の雑音モデルから例えば以下の式（２）により最適と思われる雑音モデル|^Ｎg(kf

0)|を選択して出力し、さらに当該雑音モデルと周波数成分８２とに基づいて雑音信号の
レベル推定値^α(t)を以下の式（３）により推定するための雑音推定部７０とを含む。
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【００３３】
【数５】

　ただし、式（２）におけるｈは雑音モデルの選択に用いるしきい値ＴＨ０（例えば１２
３Ｈｚ）に対応するｋの値を示す。また式（３）におけるｊは雑音レベル推定の場合に使
用されるしきい値ＴＨ１（例えば１３３Ｈｚ）に対応するｋの値を示す。また、本実施の
形態ではｈ≦ｊである。すなわち、雑音モデルの推定に用いる帯域よりも、レベル推定値
^α(t)の推定に用いる帯域の方が大きく選ばれている。このようにすることにより、レベ
ル推定がより精度高く行なえる。
【００３４】
　なお、使用バンドが異なれば、式（２）（３）において合計の対象となるｋの値の範囲
（上限および下限）も異なってくる。上記した式（２）（３）はあくまで風雑音の場合の
例である。また上の式におけるｈおよびｊの値はマイクプロフィールに記憶されており、
マイクプロフィール／雑音帯域選択部６６により選択されてそれぞれ雑音モデル選択部９
０および^α(t)推定部９２に与えられる。
【００３５】
　雑音除去装置５０はさらに、ＳＴＦＴ処理部６８の出力する周波数成分|Ｙ(t,kf0)|８
２に対し、雑音推定部７０の出力する雑音モデル|^Ｎg(kf0)|８４およびレベル推定値^α
(t)８６を用いて以下の式（４）にしたがうＳＳ法により雑音除去を行ない、信号|^Ｓ(t,
kf0)|８８を出力するためのＳＳ処理部９４を含む。
【００３６】
【数６】

　雑音除去装置５０はさらに、ＳＳ処理部９４の出力する信号|^Ｓ(t,kf0)|８８に対し、
ＳＴＦＴ処理部６８の出力する位相成分８０（φy(kf0)）を位相情報として用いてＩＦＦ
Ｔ処理を実行するためのＩＦＦＴ処理部７４と、ＩＦＦＴ処理部７４の出力を受けるイン
バースウィンドイング処理部７６と、インバースウィンドイング処理部７６の出力を受け
て波形合成をし、信号^ｓ(i)を出力するための波形合成処理部７８とを含む。ＩＦＦＴ処
理部７４、インバースウィンドイング処理部７６および波形合成処理部７８により、雑音
成分の除去された信号が周波数領域から時間領域に変換される。
【００３７】
　雑音推定部７０は、雑音モデル記憶部６４に記憶された複数の雑音モデルから、マイク
プロフィール／雑音帯域選択部６６により指定された雑音帯域の形状が周波数成分８２の
当該帯域の形状に最も近いものを上記した式（２）にしたがって選択し、雑音モデル|^Ｎ

g(kf0)|８４を出力するための雑音モデル選択部９０と、雑音モデル選択部９０が出力す
る雑音モデル|^Ｎg(kf0)|８４とＳＴＦＴ処理部６８の出力する周波数成分８２とに基づ
き、上記した式（３）にしたがって雑音のレベル推定値^α(t)８６を出力するための^α(
t)推定部９２とを含む。
【００３８】
　－動作－
　雑音除去装置５０は以下のように動作する。マイクプロフィール記憶部６２には、雑音
除去装置５０が取付けられた機器（例えば携帯ビデオカメラ等）の出荷時に、機器の製造
者により、当該機器で使用されているマイクのマイクプロフィールが記憶される。出荷後
、マイクプロフィールに修正があったり、新たなマイクプロフィールの追加があったりし
たときには、雑音除去装置５０をインターネットに接続することにより、それらマイクプ
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ロフィールによりマイクプロフィール記憶部６２に記憶されたマイクプロフィールが自動
的に更新される。マイクプロフィールとしては、例えば風雑音除去用のマイクプロフィー
ルがある。
【００３９】
　撮影時、通常は図５に示すものと同様の従来のＳＳ法による雑音除去を行なう。野外で
、風雑音などがある場合には、ユーザはマイクプロフィール／雑音帯域選択部６６を使用
して、どのマイクプロフィールを使用するかを選択する。ここでは風雑音用のマイクプロ
フィールを選択するものとする。したがってマイクプロフィール／雑音帯域選択部６６は
当該帯域を示す情報（ｈ）を雑音推定部７０の雑音モデル選択部９０に与える。マイクプ
ロフィール／雑音帯域選択部６６はまた、^α(t)推定の際に使用される帯域を示す情報（
ｊ）を雑音推定部７０の^α(t)推定部９２に与える。
【００４０】
　雑音モデル選択部９０は、式（２）にしたがい、周波数成分８２との間の二乗誤差が最
小となる雑音モデル|^Ｎg(kf0)|８４を定め、^α(t)推定部９２およびＳＳ処理部９４に
与える。
【００４１】
　^α(t)推定部９２は、この雑音モデル|^Ｎg(kf0)|８４と周波数成分８２とに基づき、
式（３）にしたがって雑音のレベル推定値^α(t)８６を推定し、ＳＳ処理部９４に与える
。
【００４２】
　ＳＳ処理部９４は、ＳＴＦＴ処理部６８からの周波数成分８２に対し、雑音モデル選択
部９０からの雑音モデル|^Ｎg(kf0)|８４、^α(t)推定部９２からの^α(t)８６を用いて
式（４）にしたがうＳＳ処理を実行する。ＳＳ処理部９４は、こうして雑音の除去された
信号|^Ｓ(t,kf0)|８８をＩＦＦＴ処理部７４に与える。
【００４３】
　ＩＦＦＴ処理部７４は、信号|^Ｓ(t,kf0)|８８に対しＳＴＦＴ処理部６８からの位相成
分８０を位相情報として用いてＩＦＦＴ処理を実行し、インバースウィンドイング処理部
７６に与える。インバースウィンドイング処理部７６以下で行なわれる処理は、図５に示
す従来のものと同様である。
【００４４】
　－実験結果－
　図３に、雑音除去装置５０を用いて行なった実験によって得られた結果を示す。図３に
おいて、棒グラフ１６０、１６２および１６４はそれぞれ、従来のＳＳ法におけるＳＮＲ
（Signal-to-Noise　Ratio）、上記実施の形態に係るＳＳ法によるＳＮＲ、および理論的
なＳＮＲ（いずれもｄＢ）を示す。図３を参照して明らかなように、本実施の形態によれ
ば従来のＳＳ法を用いた場合と比較してはるかに高い精度で効率よく雑音を除去できる。
条件にもよるが、図３に示すように上限値に近いＳＮＲも得られる。
【００４５】
　以上のように本発明の実施の形態においては、複数の雑音モデルを用意し、観測信号の
スペクトルの所定帯域の形状に対応した雑音モデルをフレームごとに選択し、さらにフレ
ームごとに雑音レベルを推定することにより、式（４）に示すＳＳ法にしたがって雑音を
除去する。そのため、風雑音などの非定常雑音下でもその変化に追従し、安定して効率よ
く雑音を除去することができる。
【００４６】
　上記した実施の形態では、風雑音の雑音モデル選択のために、観測信号の周波数スペク
トルのうち、所定のしきい値より低い周波数成分のみを用いている。しかし本発明はこう
した実施の形態に限定されるわけではない。上記したように、雑音の種類によってはこの
ように雑音が低域ではなく他の帯域に集中することもある。そうした場合、その帯域が分
かっていればその帯域の周波数成分を用いて雑音モデルの選択を行なえばよい。また、そ
のように雑音モデルの選択を行なうための帯域が一つに限定されるわけではなく、集中帯
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た最小二乗法により雑音モデルを選択するようにしてもよい。
【００４７】
　さらに、上記した帯域の選択を、フレームごとに変化させるようにしてもよい。この場
合には何らかの形でフレームごとに雑音が集中している帯域を調べる機構が必要となる。
【００４８】
　また、上記実施の形態では、雑音除去装置としてビデオカメラに組込んだ例を説明した
。しかし本発明はそのような実施の形態に限定されるわけではない。例えば、テレビジョ
ン受像機のように、映像を再生する装置にこの雑音除去装置を組込んでも良い。さらに、
いわゆるパーソナルコンピュータなどで映像の編集を行なうための編集ソフトウェアに対
するプラグインの形で、上記した雑音除去装置５０をソフトウェアの形で組込んでもよい
。その場合、マイクプロフィール／雑音帯域選択部６６は、編集ソフトウェアのユーザイ
ンタフェースにあわせ、パーソナルコンピュータの画面とキーボード、マウスなどの入力
装置を用いたＧＵＩ（Graphical　User　Interface）で実現することが望ましい。
【００４９】
　また、上記実施の形態では、もっぱら雑音除去装置のみを示したが、この音声除去装置
を音声認識装置の前段に設けることで、音声認識の精度を高めることができる。例えば人
間の発声では、母音はハーモニクスを含むため、音声のパワースペクトル上では複数箇所
で谷が生ずる。この場合、本実施例での雑音帯域としてそうした谷に対応する領域を用い
て雑音モデルを選択できる。この雑音モデルを用いて音声から雑音を除去することで音声
認識の精度を高めることができる。
【００５０】
　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上記した実施の形態のみに制
限されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味および範囲内
でのすべての変更を含む。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る雑音除去装置の動作原理を説明するための図である
。
【図２】本発明の一実施の形態に係る雑音除去装置５０のブロック図である。
【図３】本発明の一実施の形態を用いて行なった雑音除去の効果を、従来技術と対比して
示すグラフである。
【図４】従来のＳＳ法の原理を説明するための図である。
【図５】従来のＳＳ法を用いた雑音除去装置１２０のブロック図である。
【符号の説明】
【００５２】
　５０，１２０　雑音除去装置、６０　マイクプロフィール更新部、６２　マイクプロフ
ィール記憶部、６４　雑音モデル記憶部、６６　マイクプロフィール／雑音帯域選択部、
６８　ＳＴＦＴ処理部、７０　雑音推定部、７２，９４　ＳＳ処理部、７４　ＩＦＦＴ処
理部、７６　インバースウィンドイング処理部、７８　波形合成処理部、８０　位相成分
、８２　周波数成分、８４　雑音モデル、８６　レベル推定値、８８　信号、９０　雑音
モデル選択部、９２　^α(t)推定部
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